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振り返り、見通しをもって

校長 櫻田博憲

新屋高校の平成30年度も１／４を経過、６月は特にめまぐるしく時が
過ぎました。
全県総体。私は壮行会の時いくつかの言葉で選手の奮起を促しました。

「小敵たりとも侮（あなど）らず、大敵たりとも懼（おそ）れず」「200
％の準備をして120％の力を出す」「勝負を決めるのは準備」などです。
うれしかったのは書道部がこれらを毛筆で書き記し、各階に貼り出して
くれたこと。新高が一つになれる気がしました。弓道女子、バドミントン、サッカー、テニ
ス女子が団体準優勝、最終回逆転寸前のソフトボールなど立派でありまた惜しい結果ですが、
各部各選手の思いを今後に生かしてほしいと思います。
中旬には第１回定期考査がありました。家庭学習は計画的にできたでしょうか。答案を返

し点数を確認する授業に顔を出すと、少し厳しい結果が見られました。(数学)
締めは新高祭。新高生の青春がはじけていましたね。男装女装コンテスト、クラスパフォ

ーマンス、各部のステージ発表は盛り上がり、模擬店には一般公開で多くの人が詰めかけて
いました。この盛り上がりを今後のエネルギーにしてほしいと思います。
この先の予定を見ると７月は野球部と吹奏楽部が決戦の時を迎えます。夏休みが始まり、

３年生は志望する進路実現に向けた準備が本格化します。８月末の校内体育大会が終わると、
９月は新人戦、第２回考査、10月は・・・。
高校３年間はあっという間です。自分がやったことをしっかり振り返り、先の見通しをも

って自分が納得できる時間を過ごしてください。

進路志望調査から
進路指導主事 戸坂昌成

４月に実施した進路志望調査の結果がまとまりました。３年生の志望状
況を見てみると、例年に比べ、就職希望者、中でも公務員志望者が多くな
っています。県内の求人状況は好調ですが、公務員はやはり高倍率になっ
ています。とはいえ、合格している先輩もたくさんいますので、精一杯対
策をして、試験に臨めば必ず道は開けると思います。今後の努力を期待します。
１年生に進学未定が多いのは当然と思いますが、２年生にも進学未定が多くなっているのはち

ょっと問題ではないでしょうか。早期に大まかな方向性を決め具体的に何をしなければならない
かを考え実践に移ってほしいものだと思います。
さて、進路指導部では、各学年の進路目標を校訓にちなんで次のように設定しています。
１年生「自知」…自らの特性をよく知り、自分に合った進路を知る。そしてさらには、進路実

現のために何をすべきかを知る。
２年生「自尊」…自らを高め尊いものとする。部活・ボランティア・読書など積極的に自分の価

値を高める努力をする。
３年生「自制」…自らの欲望を制し、受験を制する。
学年ごとの進路目標をよく理解し、各自がそれぞれの目標を立てて達成できるようがんばって

いきましょう。

４月進路志望 合 計 国公大 私 大 短 大 専門校 進学未定 民 間 公務員 就職未定 全く未定
１年生 174 68 9 5 23 48 2 7 11 1
２年生 172 53 42 14 35 11 4 11 2 0
３年生 174 46 33 14 40 8 13 17 3 0



「当たり前のことをあたりまえに」
１学年主任 三浦 貴子

最近の私は素直で優しい生徒に囲まれ、日々を過ごしている。あまりに素直で、この子達
は将来生きていけるのだろうか、と心配になることがある。
高校はある意味、社会に出る前の最後の教育機関である。勉強はもちろん日常の躾けもし

なければならない。高校を卒業して、大学・短大・専門学校に進学する子どもたちもいるが、
進学先では専門的な学問は教えてくれるが、それ以外の日常生活に関してはあまり指導して
いない。（指導してくれる学校もある・・）そのため高校の教員は時には「仏」になり、時に
は「鬼」になり「父さん、母さん」の役割も果たす。それは、卒業するときに笑顔で「おめ
でとう」を言うためかもしれない。その中で、私はいつも生徒に「当たり前のことを、当た
り前にできる人になりなさい」と言う。大変難しいことである。それは「当たり前」の基準
が人によって異なるからである。しかし、人として大事な事は皆同じだと思う。それは、他
者を思いやる心とコミュニケーション力である。周りの人とコミュニケーションを上手にと
り、周りの人に思いやりをもって接することができれば、それが自分によりよい環境を作る
ことになる。
この夏、「当たり前のことを、当たり前にできる人」とはどんな人かを考えてみてください。

ＰＴＡ総会・学校後援会、第1回、第２回ＰＴＡ評議員会報告

４月１７日（火）に第１回ＰＴＡ評議員会を開催し、４月２７日（金）にはたくさんの保
護者の方々に来校していただき、平成３０年度ＰＴＡ総会及び学校後援会総会が行われまし
た。恒例の吹奏楽部による演奏会も行われ、楽器の演奏だけでなく合唱も披露してもらいま
した。今年度は２つの総会に引き続き、２、３学年の学年ＰＴＡも開催され、例年よりも参
加者が増えました。
６月２３日（土）、学校祭開催に合わせ、第２回ＰＴＡ評議員会を開催しました。研修部、

広報部、校外指導部の３部会の部長・副部長が決定して、今年度の活動計画がまとまりまし
た。評議員、会員の皆様には今年のＰＴＡの活動に、引き続き御協力と御支援をお願いいた
します。

ＰＴＡ総会 第１回ＰＴＡ評議員会 第２回ＰＴＡ評議員会

ももさだ講演会報告

５月２４日（木）、本校ＯＧでフリーパーソナリテ
ィの椎名 恵さんを迎え、「人とのつながりが自分の
道を拓く」という演題で、ももさだ講演会を行いまし
た。パーソナリティを始めたきっかけや、仕事を通じ
ての出会いや教訓などを、生徒の興味をひかれる話題
を交えながらお話しいただきました。
何事も基本を学ぶ大切さや、人とのつながりを大事
にすることを熱く語られました。最後の質問コーナ
ーも大いに盛り上がりました。

生徒の質問に笑顔で答える椎名さん


